
 

  

 

1 つの研究テーマをどこまで掘り下げて研究を推し進めるかということは，研究の質にかかわる重要なこと

だと思います．深く掘り下げるために，異なる専門領域の研究者と共同研究を進めることも増えてきたと思い

ます．最近は， IT技術の進歩とユーザーへの浸透によって研究者間での情報共有が格段に行い易くなり，結果

として学外との共同研究が行いやすくなっています．それでも，学外との共同研究となるとハードルが高い場

合もありますので，学内での共同研究を推し進めることができれば，研究が進みやすいことになります．本学

では，全学研究ポスターワークショップ，全学横断的シンポジウム，学内研究助成成果発表会などをとおして，

各先生方の研究や専門領域を知る機会が年々増えてきています．しかし実際には，毎年の教員の入れ替わりも

あるため，「“隣の先生”は何を専門として，どんな技術と知識を持っているのだろう？」と思っている教員が

多いのではないかと推察しています．「彼を知り己を知れば百戦殆からず」のように，お互いを良く知っていれ

ば，学内共同研究がもっと増えて，学内での研究がもっと進むのではないかと思っています． 

前置きが長くなりましたが，本試編集委員会では，大学の機関誌として本学の研究推進に寄与するための 1

つの施策として，“隣の先生”を知ってもらうための情報発信も進めています．1つは，今号の記事にあります

「学内研究助成成果報告書」の掲載であります．更に今号から総説として，教授の先生を中心に，各先生の研

究を紹介してもらうことも始めました．最初は，編集委員長の岡田成賛先生の総説となります．今後も，“隣

の先生”を知ってもらうための情報を積極的に発信していくことになりますので，学内共同研究のさらなる推

進のきっかけとなれば幸いです． 

最後になりますが，ご投稿いただいた著者の皆様，お忙しい中査読いただいた先生方，編集いただいた編集

委員会委員と図書館司書の方々に深謝申し上げます． 
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